
国に、裏切られた。
(永岡 英子)

友を殺した相手が
死刑に。だが…

(岡田 尚)

問答無用で
殺すなんて。
(小川原 優之)

私の命も
狙われたんです。

(滝本 太郎)

オウム“大執行”と 私

「
罪
と
罰
」
を
め
ぐ
る
、

究
極
の
議
論
が
は
じ
ま
る

神奈川県弁護士会「死刑廃止を考える日」映画上映会

映画上映会＆
ミニミニ討論会
２／５（土）
午後１時開演
参加費無料
事前申込制
先着１００名

―内 容―

映画上映

ト ー ク 長塚 洋 監督

岡田 尚 弁護士
滝本太郎弁護士

ミニミニ討論会場参加の皆さん

2021／ＨＤ／81分



語
る
人
た
ち

永
岡

英
子
（
オ
ウ
ム
真
理
教
家
族
の
会
）

オ
ウ
ム
教
団
か
ら
子
ど
も
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
親
た
ち
で
会
を
結
成
し
３
０
年
、
今
も
活
動
中
。
夫
は
猛
毒
で
襲
撃
さ

れ
障
害
者
に
。
子
ど
も
た
ち
の
一
部
が
加
害
者
と
な
り
つ
い
に
は
死
刑
と
な
る
痛
み
を
経
験
。

小
川
原

優
之
（
麻
原
彰
晃
の
元
弁
護
人
）

オ
ウ
ム
教
祖
・
麻
原
彰
晃
こ
と
松
本
智
津
夫
被
告
（
当
時
）
の
弁
護
団
１
２
人
の
一
人
。
社
会
に
処
罰
感
情
が
吹
き
荒
れ

る
中
、
複
数
の
殺
人
事
件
を
含
む
い
く
つ
も
の
犯
罪
に
つ
い
て
８
年
に
わ
た
る
裁
判
（
一
審
）
を
闘
う
。
そ
の
後
は
死
刑
制

度
と
深
く
向
き
合
い
、
現
在
は
日
弁
連
の
死
刑
廃
止
実
現
本
部
事
務
局
長
。

岡
田

尚
（
被
害
者
の
坂
本
堤
弁
護
士
同
僚
）

法
律
事
務
所
で
後
輩
だ
っ
た
坂
本
氏
に
、
オ
ウ
ム
か
ら
娘
を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
、
あ
る
親
の
相
談
を
紹
介
。
そ
の
後

オ
ウ
ム
問
題
に
取
り
組
ん
だ
坂
本
氏
と
妻
と
幼
い
息
子
が
失
踪
（
１
９
８
９
年
。
殺
害
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
後
に
判
明
）
し

た
の
を
機
に
、
オ
ウ
ム
と
対
峙
し
続
け
る
。
坂
本
一
家
の
遺
族
に
寄
り
添
っ
て
き
た
、
代
弁
者
的
な
存
在
で
も
あ
る
。
死
刑

反
対
派
だ
っ
た
が
事
件
で
苦
悩
す
る
こ
と
に
。

滝
本

太
郎
（
オ
ウ
ム
事
件
被
害
者
・
脱
カ
ル
ト
活
動
家
）

友
人
だ
っ
た
坂
本
氏
と
家
族
の
失
踪
を
機
に
オ
ウ
ム
と
の
闘
い
に
没
入
し
、
訴
訟
や
信
者
の
脱
会
に
今
も
取
り
組
む
。
自

ら
も
サ
リ
ン
ガ
ス
等
で
命
を
狙
わ
れ
て
い
る
。
教
祖
・
麻
原
彰
晃
に
だ
け
は
死
刑
執
行
を
と
、
強
く
主
張
し
て
き
た
。想像を超える痛み、戸惑い。そして怒り。

日替わりの語り手は3人。オウム事件の被害者側あるいは加害者側
で、死刑囚らと直接向き合った「当事者」たちだ。その明かす胸中は、
我々の一面的な「被害者像」・「加害者像」を打ち砕くものだった。教
祖を死刑から救おうとした元弁護人は、引き受けたと家族にも話せ
なかった現実を。入信した子どもらを取り戻す活動をする団体の中
心メンバーは、その子らが凶悪事件を起こして死刑にされた痛みと、
警察への憤りを。殺害された弁護士の同僚は、死刑反対の信念と報
復感情との間で続けた葛藤を…。いずれも語るにつれ熱を帯び、戸
惑いや悔い、そして罰する側である国への不信感までも明かしてい
く。長時間に及んだその肉声をカメラが記録。さらに後日、殺害され
た弁護士と親しかった男２人が死刑を賛否に分かれて論じ合う姿を
もカメラは記録する。死刑賛成を貫く方の男は、自身もかつてオウム
信者に命を狙われた「被害者」だった。
集大成され映画となった４人の言葉は、強い力で問いかけてくる。あ
の衝撃の“大執行”は、人々に何をもたらしたのか？被害者の、真の
望みとは？そして命を奪う究極の刑罰が存在する意味とは…。

それが、この国の民意とされてきた世論調査の“相場”だ。とは言っ
ても実際には日ごろ無関心なこの極刑の存在を私たちが強烈に意
識させられたのが２０１８年夏、１３人もの死刑執行だ。刑死したのは、
かつてのオウム教団の教祖と幹部たち。死者２９人に及ぶ凶悪犯罪
への処罰だったが、わずか３週間のうちに行われた「大量処刑」は、
直後の世論調査で死刑賛成が異例の減少を見せるほどの衝撃を社
会に与えた。
その執行が終わってひと月も経たない８月下旬、死刑と社会の在り
方を問う映画「望むのは死刑ですか」の上映とともに、一連の特別な
トークが行われた。 人々が日ごろ意識しない、死刑のリアルを知る
試みだ。

日 時：２０２２年２月５日（土）午後１時
会 場：神奈川県弁護士会館

（横浜市中区日本大通９）
参加費：無料（事前申込制・先着１００名）
主 催：神奈川県弁護士会
共 催：日本弁護士連合会
お問い合わせ：神奈川県弁護士会刑事少年係

０４５－２１１－７７１５

※新型コロナウイルスの感染状況により、会場での開催を中止する場合があります。
最新情報は弁護士会HPをご確認ください。また会場では検温を実施します。
会場内では席と席の間隔を空けて、マスクの着用にご協力ください。

ＪＲ関内駅、市営地下鉄関内駅から徒歩１０分
みなとみらい線日本大通駅から徒歩１分

申込方法（Ｗｅｂにて受付中）
下記ＱＲコードから弁護士会ＨＰにアクセ
スし、申込フォームよりお申し込みくださ
い。


